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【内容要旨】（１，２００字以内） 

 
脂漏性角化症は、中高年に多くみられる良性皮膚腫瘍の一つであり、しばし

ば色素沈着を伴うことから審美上の問題となる。しかし、脂漏性角化症におけ

るメラニン蓄積に関する現在の理解は、依然として十分ではない。我々は、網

羅的遺伝子発現解析および組織学的解析を用いて、脂漏性角化症におけるメラ

ニン蓄積に関わるメカニズムを調べることを目的とした。40～59 歳の日本人

男性 3 名の背部から、脂漏性角化症部位とその近傍正常部位の、5 組の皮膚サ

ンプルを採取した。脂漏性角化症におけるメラノサイトとケラチノサイトの役

割を検討するため、3 組の皮膚サンプルに対して、レーザーキャプチャーマイ

クロダイセクションにより、メラノサイトが局在すると考えられる表皮基底層

と、ケラチノサイトが大部分を占めると考えられる表皮の有棘層から角質層ま

での層の 2つに分離した。つづいて網羅的遺伝子発現解析を行い、近傍正常部

位と脂漏性角化症部位の皮膚で発現が異なる遺伝子を同定し、遺伝子オントロ

ジー解析によって、これらの発現変動遺伝子の生物学的機能を同定した。同定

された生物学的機能のうち、代表的な色素沈着である老人性色素斑や肝斑での

関与が知られているメカニズムに着目した結果、脂漏性角化症では表皮基底層

の細胞増殖と、その他の表皮層での細胞分化が低下していることがわかった。

これらの解析と一致して、抗 Ki67抗体、Keratin 10抗体、Keratin 14抗体を

用いた免疫組織化学的解析により、表皮の増殖能と初期分化能の低下が示され

た。対照的に、終末分化のマーカーである Filaggrinと Loricrinの発現や局在

は、近傍正常部位と脂漏性角化症部位とで有意な差は認められなかった。一定

領域におけるメラノサイト数は、近傍正常部位と比較して脂漏性角化症で有意

に多かったが、メラニン産生能に有意な差は認められなかった。これらの結果

は、脂漏性角化症におけるメラニン蓄積は、表皮基底層および有棘層周辺での

ターンオーバー低下によるメラニン排出の遅延と、メラノサイト数の増加によ

るメラニン産生量増加によって引き起こされることを示している。今回の知見

は、脂漏性角化症の治療研究に新たな知見を与えるものである。 
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